






























































































































































































































































































































































4・句 4・－－日明『島－， ・ー4‘電、‘”ずるまー 甲ー縄・勾陶＿....＿・h『四ー ・ー
え哩担当？を展戸工乞号竺竺芝裂ミ!f.弘J!j恒主主峰三乏生旦
ギーそのものが国家権力主探い関わりを有するようになり， こで国家権- -・ 同】－・J 『畠~~『同も『五百夜討戸五ケある正常手令的主早体却の完遂のたりに倒~－~~二
L 権力の隷属下4とおくとb、う展開となったとすと，－. ~＂そして僧 ・俗の二元的形















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































跡像紗存J• 「新羅の仏像彫刻J． f慶州南山の仏蹟J• f新羅彫刻覚書J' 
f甘山寺石造弥勧 ・阿弥陀像雑致1' f華厳寺舎利熔彫像致J' f織帖寺







石像小考J• 『扶余窺岩出土百済仏菩躍像j ' 『泰安の磨崖三尊仏像J. 
I忠清南道燕岐石像調査J• 『ソウル出土金銅製音菩直立像J' 『断石山
















































































































社， 石J!，瓦ー －浮屠等の図版と解説が掲議されている－ ~に．それまでの
日緯の考古学と古代史の研究成果を網羅し．また実地調査を経て発表され
たのが森浩一監修，東潮・田中俊明編著（1988）『梅田の古代遺跡－ 1新羅
































































































































































































































































































































































































































係川正 空也一遍の踊り念仏について 『仏教研究』 ｛大谷大学大谷学
会） 4-2-1 
l92J 
















葛減末治 新経誓檀和尚繕碑について 『脊丘学叢』 5
大自反金太郎 新羅廃寺祉の寺名推定について 『朝鮮』 197
末松保和 高麗文献小録｛一）一三国史記 『育丘学叢J6 
1932 
末松保和新羅仏教伝来伝説 『朝鮮』 206
末松保和 高麗文献小録（二｝一三国遣事 『膏丘学叢』 B
都甲玄卿 ｛ム法の新S量流伝と其の採用説 『朝鮮』 2ll-213




江田俊雄 新羅の道倫と f鎗記j所号iの唐代諸家 『宗教研究』 ll-3











葛犠末f台 『朝鮮金石巧』 緯国 ・亙細亜文化社， 1979年復刊
1936 
池内宏 新羅の花郎について f東洋学報』 24・1
1937 
八百谷孝保新羅社会と浄土教 『史潮』 7-4












t工岡俊雄 新露仏教に於ける浄土教 『支那仏教史学』 3-3・4合号
横超慧日 支那浄土教における三乗観 『支部仏教史学』 3-3・4合号
1940 
富貧原章信摂論の日本伝来4こまtて f大谷学報』 Zト2


























望月信亨 新羅義寂の著書並に無量寿経疏 f浄土学』 21




























































































































































『アジア文化』 ｛東洋哲学研） 10-2 
国村園澄 三つの烏含寺一百済と河内『アジア文化』 9-4
糞寿永 続羅皇龍寺九層際誌－ f皇龍寺第i往本記』に対して











週明基 百済の仏教と日本 『アジア公論』 2-9
中吉功 『海東の仏教』国書刊行会
1974 
二宮啓任書評 ：金知見・繋印幻編 f新羅仏教研究』『朝鮮学報』 73
3定寿永 新羅黄龍寺九層木塔の舎利具『仏教芸術』 99
策寿永 新羅皇龍寺九層木第の弟l柱本記『仏教芸術』 98
越愛姫 上代新羅の弥戦浄土信仰について『印仏研』 44(22-2) 
恵谷隆戒新羅元暁の遊心安楽道は偽作か『印仏研』 23・1
関口実大 綾田仏教の特色 『印仏研』 23-1



































































































世紀の日本と東アジア 3 （長安から平織へ）』 （平凡社）
鎌田茂雄 朝鮮三国の仏教井上光貞ほか編f東アジア世界における日














李平来 元暁の真如観ー起信論海東誌を中心と して一『印仏研』 29-1
李平来大乗起信論研究（二）一新羅元暁の大乗起信論疏を中心として
-r仏教学研究会年報』 14（駒沢大学大学院）
芸学箕永 聖｛曽 ・元暁の思想F韓国文化』 2・3





文明大 高句麗初期の仏像綴式 f韓国文化』 2-3






















鄭永錨 韓国の石造浮屠｛下）一新羅時代の浮屠 『韓国文化J3-2 
232 三国時代・統一新湯時代の仏教に対する研究
李箕永 元暁の実相般若観 f緯国文化』 3-6











































































































田村円澄 古代の韓国仏教と日本の仏教 『韓国文化』 9-1
策寿永 新羅の究鎗と万波恵、笛説話 f中古先生喜寿記念益集朝鮮
の古文化論讃』国書刊行会
黄寿永 新羅の焚鐘と高波怠笛の説話 f緯』 105



























史的前提『紀要』 （関西大・東西学術研） 22 
南天祐 新羅石苦言庵の栴造と仏教 f東アジアの古代文化』 59
正木晃 日韓の仏教受容とその展開ー密教を中心として井上辰雄編
『古代史研究の課題と方法』 （図書刊行会）




法頂 寺院建物の仏教的意味と用途 『季刊コリアナ』 2-1











































福士慈稔 新羅の仏教公認と受容形態に閲する一考察 『印仏研』 41-2
福士慈稔 新羅に於ける仏教受容の諸問題一王族の出家を中心として











張慶浩 近年の韓国古代寺院跡の発掘 r仏教芸術』 207
張慶浩 弥勧寺跡の発掘 f仏教芸術』 207
申光婆 ・訣性彬 狭量草山廃寺跡の発鑓『仏教芸術』 207
を孟植・予綾一 王宮里廃寺（官宮寺｝の発掘『仏教芸術』 207































李成市 新経僧 ・慈蔵の教治外交上の役割『朝鮮文化研究』 2（東京
大朝鮮文化研究所）
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